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1 まえがき
CBFM(Characteristic Basis Function Method)は,直

接法に基づく高速モーメント法の 1つとして知られてい
る [1]. CBFM による誘電体近傍アンテナの数値解析
を高精度化するために, 筆者らは高次の CBFM(Higher-
Order CBFM, HO-CBFM)を提案し, 高次の CBFMを
用いて誘電体近傍の線状及び板状ダイポールアンテナの
数値解析が高精度化できることを示した [2]. その一方,
任意のブロック分けを行った時の高次の CBFMの有効
性は明らかにされていない. 本報告では, 高次の CBFM
を用いて誘電体近傍アンテナを数値解析し,任意のブロッ
ク分けを行ったときの解の精度を明らかにする.

2 ブロック分けと精度の関係
従来のCBFMでは,ブロック間の相互結合を表すCBF

を計算するのが 1度だけであり, ブロック間の相互結合
を十分に考慮しきれない. 従って, 従来の CBFMでア
ンテナセグメントを別のブロックに割り当てると, 得ら
れた電流分布には大きな誤差が含まれる. 一方, 高次の
CBFMでは, ブロック間の相互結合を表す CBFを複数
回計算するため, ブロック間の相互結合を十分に考慮で
きる. 従って, 高次の CBFMでは, 任意のブロック分け
に対して高精度の解が得られる.

3 数値解析例
図 1に示す誘電体近傍筺体付モノポールアンテナを高

次の CBFMで数値解析する. 図 2に示されているよう
なブロック分けを行い, アンテナと筺体のセグメントを
異なるブロックに割り当てる. 入力リアクタンスの数値
解析結果を図 3に示す. 図 3から, 5次の CBFMによっ
て得られた結果は Full-waveとよく一致した一方で, 従
来の CBFMによって得られた結果は Full-waveとのず
れが大きいことが分かる. 従って, 高次のCBFMではア
ンテナと筺体のセグメントを異なるブロックに分けても
解の精度が落ちないことが分かる. また, 5次の CBFM
の計算時間は 1906秒と, Full-waveの 14602秒よりも小
さく, 高速化も実現できたことが分かる.

4 まとめ
本報告では, 高次のCBFMが任意のブロック分けに対

して高い精度の解を与えることを数値的に明らかにした.
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図 1 誘電体近傍筺体付モノポールアンテナ.
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図 2 解析モデルのブロック分け.
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図 3 筺体付モノポールアンテナの入力リアクタンス.


